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令和元年１２月２６日 
 

福島圏域１１市町村長が広域連携のあり方を議論 

～ 「福島圏域広域連携セミナー」開催 ～ 
 
 人口減少時代におけるこれからの広域連携について福島圏域１１市町村で議論するセミ

ナーを開催します。 

 １１市町村長によるパネルディスカッションでは福島圏域全体の活性化の取り組みや、連

携中枢都市圏形成を含めた連携のあり方を議論します。 

記 

１ 主 催 ： 福島圏域連携推進協議会（福島市、二本松市、伊達市、本宮市、白石市、 

桑折町、国見町、川俣町、大玉村、飯舘村、米沢市（オブザーバー）） 
 
２ 目 的 ： ①人口減少時代における広域連携の意義の理解を広める。 

        ②福島圏域における広域連携のあり方について議論を深め、近隣自治体間

のさらなる連携の機運を醸成する。 
 
３ 日 時 ： 令和２年１月３０日（木）午後３時～午後５時（開場午後２時３０分） 
 
４ 場 所 ： こむこむ わいわいホール （福島市早稲町１－１） 
 
５ 内 容 

（１）基調講演（４０分）「人口減少時代における広域連携」 

   講師：明治大学政治経済学部教授 牛山久仁彦氏 

（２）パネルディスカッション（６０分）「福島圏域における広域連携」 

コーディネーター：牛山久仁彦氏  パネリスト：福島圏域１１市町村長 
 

※当日、セミナーに先立って福島圏域市町村職員による「政策課題研修研究報告会」 

（午後１時３０分～２時３０分、こむこむ４階企画展示室）を開催。受講生が各市町

村の首長や幹部職員に研究成果を発表する。一般参加も可。 
 
６ 対 象 ： 福島圏域１１市町村の一般市民、民間団体等 

        本日から募集開始。定員 200名（先着順） ※詳しくは別紙チラシを参照 
 
７ 講師プロフィール 

  牛山 久仁彦（うしやま くにひこ）氏 

   明治大学政治経済学部地域行政学科長・教授。中央大学法学部、日

本大学法学部、日本女子大学人間社会学部兼任講師。日本学術会議連

携会員、日本政治学会理事、日本行政学会理事の他、神奈川県総合計

画審議会副会長、埼玉県行政不服審査会委員も務める。専門分野は行

政学、地方自治論で、『広域行政と自治体経営』など著書多数。 

 

８ その他 

   パネルディスカッション終了後、１１市町村長と講師で記念撮影を実施予定 

担当：政策調整課地域創生係 

   課長 後藤孝信、係長 深谷淳 

   電話024-525-3788（直通） 


